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日
本
に
お
け
る
部
位
別
が
ん
死
亡
率
に
少

し
ず
つ
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。
１
９
９
７
年

以
降
の
部
位
別
が
ん
死
亡
率
の
ト
ッ
プ
は
男

で
は
肺
が
ん
、
女
で
は
大
腸
が
ん

60
歳
以

下
で
は
乳
が
ん
）
と
な
り
、
そ
れ
ま
で
男
女

と
も
に
第
１
位
で
あ
っ
た
胃
が
ん
は
つ
い
に

男
で
は
第
２
位
に
、
女
で
は
第
３
位
に
順
位

を
下
げ
ま
し
た
。
し
か
し
肺
が
ん
、胃
が
ん
、

大
腸
が
ん
、
乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
は
今
後
と

も
が
ん
検
診
の
対
象
疾
患
と
し
て
重
要
で
あ

り
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
検
診
方
法
を
常
に
改
良

し
て
効
率
の
よ
い
が
ん
検
診
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。
な
か
で
も
乳
が
ん
の
視
触
診
検
診

は
「
し
こ
り
」
を
見
つ
け
る
た
め
に
30
年
近

く
お
こ
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
で
は

そ
の
有
効
性
が
疑
問
視
さ
れ
「
し
こ
り
」
を

見
つ
け
る
こ
と
で
は
格
段
に
優
れ
て
い
る
超

音
波
検
診
が
導
入
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
も
平
成
19
年
か
ら
１
部
の

事
業
所
検
診
で
は
視
触
診
を
や
め
超
音
波
検

診
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

　

今
後
は
市
町
の
住
民
検
診
に
も
超
音
波
検

診
を
導
入
し
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
超
音

波
機
器
に
よ
る
併
用
検
診
を
広
め
て
ゆ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
市
町
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
く
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。　
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いしかわ成人病予防センターだより●２

　

皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

石
川
県
で
は
、
が
ん
対
策
を
総
合
的

か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
の

基
本
的
な
指
針
と
し
て
、
平
成
20
年
４

月
に
「
石
川
県
が
ん
対
策
推
進
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
の
一
層
の
推
進
の
た
め
、
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た

く
、
内
容
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

本
県
で
の
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
数
は
、

全
国
と
同
様
、
年
々
増
加
し
て
き
て
お

り
、
平
成
19
年
に
は
、
約
３
，２
０
０

人
の
方
が
が
ん
で
亡
く
な
り
、
死
亡
数

全
体
に
占
め
る
割
合
は
30.1
％
を
占
め
、

が
ん
対
策
の
推
進
は
、
県
民
の
生
命
と

健
康
を
守
っ
て
い
く
上
で
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
グ
ラ
フ
１
）

　

計
画
で
は
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
数

を
減
少
さ
せ
る
こ
と
、
が
ん
患
者
・
家

族
の
苦
痛
の
軽
減
及
び
療
養
生
活
の
質

の
向
上
を
実
現
す
る
こ
と
を
全
体
目
標

に
、「
が
ん
の
予
防
及
び
早
期
発
見
の

推
進
」、「
質
の
高
い
が
ん
医
療
の
提

供
」、「
患
者
・
家
族
の
立
場
に
立
っ
た

支
援
体
制
の
整
備
」、「
が
ん
登
録
の
推

進
」
を
重
点
項
目
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に

個
別
目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。（
表

１
）

　
「
が
ん
の
予
防
及
び
早
期
発
見
の
推

進
」
の
中
で
は
、
が
ん
検
診
の
受
診
率

及
び
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
と
し
、
国

と
同
様
に
、
平
成
24
年
度
に
受
診
率
を

50
％
以
上
に
す
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ

て
い
ま
す
。（
図
グ
ラ
フ
２
）

　

こ
の
た
め
県
で
は
、
ま
ず
は
、
職
域

を
含
め
た
が
ん
検
診
受
診
状
況
の
全
体

像
を
把
握
・
分
析
す
る
た
め
、
県
医
師

会
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
病
院
や
診

療
所
で
が
ん
検
診
を
受
け
た
方
の
人
数

や
年
齢
階
級
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
こ

の
結
果
を
踏
ま
え
、
未
受
診
者
層
を
中

心
と
し
た
受
診
勧
奨
や
が
ん
検
診
の
普

及
啓
発
等
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
職
域
で
は
、
が
ん
検
診
が
あ

ま
り
普
及
し
て
い
な
い
た
め
、
事
業
主

に
が
ん
検
診
へ
の
理
解
を
求
め
、
一
般

健
康
診
断
に
併
せ
て
が
ん
検
診
の
機
会

を
設
け
る
な
ど
、
勤
労
者
が
が
ん
検
診

を
受
診
で
き
る
よ
う
な
配
慮
を
す
る
よ

う
働
き
か
け
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
が
ん
検
診
の
受
診
率
向

上
の
た
め
、「
早
期
発
見
・
早
期
治
療

の
た
め
検
診
を
受
け
よ
う
」
と
い
う
機

運
が
ど
ん
ど
ん
高
ま
る
こ
と
を
目
指

し
、
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
を
密

に
し
て
、
積
極
的
に
が
ん
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（「
石
川
県
が
ん
対
策
推
進
計
画
」
は
、

県
健
康
推
進
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。）

「
石
川
県
が
ん
対
策
推
進
計
画
」
に
つ
い
て

　

菊　

地　

修　

一



３● いしかわ成人病予防センターだより 

がん検診受診率の現状

石川県の主要死因別死亡数の年次推移

重 点 項 目
1　がんの予防及び早期発見の推移
2　質の高いがん医療の提供
3　患者・家族の立場に立った支援体制の整備
4　がん登録の推移

人



いしかわ成人病予防センターだより●４

2008年度がんフォーラムが9月25日(木)に女
性センターにて開催されました。
今回は肺がんをテーマとし『肺がん検診と治療』
『誰にでもできる禁煙治療をめざして』と題して
金沢医科大学呼吸器外科の佐川元保先生と、同大
学生活習慣病センターの中西由美子先生に講演し
ていただきました。

2008 がんフォーラム

肺がんは癌の死亡の第１位で、男女ともに増えています。
危険因子としては、第１にタバコが原因だと考えられています。

タバコの消費量の変化と、肺がん死亡率の変化を表にして並べ
て見ます。そうすると、タバコの消費量の変化に死亡率の変化
が３０年遅れでついてきていることがわかります。

つしたものがあります。
このようなものが気管を
ふさいでしまいこともあ
ります。

タバコで出来るがんには、扁平上皮癌、
小細胞癌と呼ばれるものがあります。
これは扁平上皮癌ですが、通常は土管
のように見える気管支の表面にごつご

「肺がん検診と予防」



５● いしかわ成人病予防センターだより 

禁煙すると肺がんへのかかりやすさは徐々に低下してい
きますが、あまりタバコとは関連の無い癌もあります。
そこで、なるべく早く見つけて治療するためには「肺が
ん検診」が重要になります。

肺がん検診には2つの検査があります。
胸部Ｘ線写真と喀痰細胞診です。

検診を受けた方の生存率は受けていない方より高いこと
がわかっていますが、検診では死亡率を評価することが
重要です。
肺がん検診での死亡率を調査した結果、毎年検診を受け
ていれば肺がんで死亡する危険が半分になることがわ
かってきました。

１年前の検診では見えなかった肺がんが見つかった例で
す。
毎年検診を受けて、なるべく早くがんを見つけることが
大切です。

肺門部にできたがんです。
X線写真ではがんの影は見えませんが、喀痰細胞診で癌
細胞が見つかりました。

癌の中には早く進行するものもあり、毎年受けないと効
果がありません。
また、喀痰の検査は有料になっていることが多く、負担
がいやだからと検査を受けない人がいます。

痰の検査をすると…



いしかわ成人病予防センターだより●６

成人病予防センターでは、毎
年約２万５千人の方が肺がん
検診を受診し、その中から
14 ～ 15 人の肺がんを発見し
ています。
精検受診率が 80％なので精
検となった方全員が精検を受
診するとさらに 4 ～ 5 人の

肺がんが見つかると思われます。
すなわち、精検を受診していない方の中に 4～ 5 人の
肺がんがひそんでいるということです。

市町村は財政難から、同じような、あるいは差が明らかで
ないならより安い検診機関を選ばざるをえません。その結
果、安かろう悪かろうになってしまう可能性があります。
現在、いろいろな問題が山積になっています。
検診の精度のばらつきとか、精度管理の方法が未確定とか、
インフォームドコンセントが不十分といった問題です。
厚生労働省ではさまざまなプログラムを開発して検診の精
度を上げていこうとしています。

ＣＴ検診では、見えない影を見つけることができ、普通
の検診の５倍から 20 倍のがんが見つかるといわれてい
ます。
しかし、本当に肺癌による死亡を減らすという効果があ
るかどうかはわかっていません。

成人病予防センターではインフォームドコンセントのため
にこのような資料を肺がん検診受診者に配布し、検査の安
全性、注意事項、精密検査の受診勧奨などを行っています。



７● いしかわ成人病予防センターだより 

『誰でもできる禁煙指導をめざして』
　

　



いしかわ成人病予防センターだより●８

乳がん月間 (10月 )

受けよう　マンモグラフィ検診

★★乳がんの早期発見で家族が笑顔で暮らすように★★

県庁及び県内市町を訪問。

スタート　10月１日 ➡ ゴール　10月30日

ピンクリボンバッチリレーキャンペーン実施ピンクリボンバッチリレーキャンペーン実施

　ピンクリボンとは

　ピンクリボンは乳がんの早期発見・早期診断・早期治療の大切さを伝えるシンボルマークです。
この運動はアメリカの乳がんで亡くなられた患者の家族が「このような悲劇が繰り返されないよ
うに」との願いをこめて作ったリボンからスタートした乳がんの啓発運動です。

ゴール

スタート



９● いしかわ成人病予防センターだより 

　

石
川
よ
ろ
こ
び
の
会

　

平
成
20
年
度
健
康
増
進
事
業

　

推
進
功
労
知
事
表
彰
受
賞
‼

　

９
月
４
日
に
、
石
川
県
庁
４
階
特
別
会

議
室
に
お
い
て
、
知
事
表
彰
を
受
賞
い
た

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
石
川
よ
ろ
こ
び
の

会
か
ら
、
村
野
会
長
、
坂
下
副
会
長
が
出

席
し
て
谷
本
知
事
と
記
念
撮
影
も
し
ま
し

た
。
今
後
と
も
、
健
康
増
進
事
業
推
進
に

貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

石
川
よ
ろ
こ
び
の
会

　

秋
の
親
睦
旅
行　

25
名
参
加

　

９
月
20
日
に
黒
姫
高
原
（
100
万
本
の
コ

ス
モ
ス
と
ダ
リ
ア
の
園
）
と
信
州
馬
刺
し

の
里
の
日
帰
り
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

帰
り
際
に
、
10
個
の
お
み
や
げ
も
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
楽
し
い
旅
行
と

な
り
ま
し
た
。会
員
相
互
の
親
睦
も
図
れ
、

充
実
し
た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

結
核
予
防
へ

　
　

複
十
字
シ
ー
ル
運
動
開
始

　
　

―
山
岸
副
知
事
に
表
敬
訪
問
―

　

結
核
撲
滅
の
た
め
の
募
金
活
動
「
複
十

字
シ
ー
ル
運
動
」
が
８
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

運
動
開
始
の
初
日
の
８
月
１
日
に
県
結

核
予
防
婦
人
会
の
高
田
千
恵
子
会
長
と
結

核
予
防
会
県
支
部
の
素
谷
宏
支
部
長
（
当

セ
ン
タ
ー
理
事
長
）
を
は
じ
め
役
員
で
県

庁
を
訪
れ
、
山
岸
副
知
事
に
運
動
へ
の
理

解
と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　

結
核
予
防
週
間

　
　

街
頭
啓
発
活
動
実
施

　
　
―
金
沢
駅
も
て
な
し
ド
ー
ム
前
に
て
―

　

９
月
24
日
か
ら
30
日
ま
で
の
結
核
予
防

週
間
中
の
25
日
に
、
石
川
県
支
部
は
金
沢

駅
の
も
て
な
し
ド
ー
ム
前
で
、
結
核
や
が

ん
の
啓
発
普
及
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
オ
ー

キ
ュ
ー
バ
ン
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な

ど
を
配
布
し
ま
し
た
。
駅
前
と
い
う
こ
と

も
あ
り
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
さ
ん
も
熱
心

に
話
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「2008 年　街頭啓発運動」

「
石
川
よ
ろ
こ
び
の
会
表
彰
」

「2008 年　シール表敬訪問」

★石川よろこびの会へのお問い合わせや入会申込みは★
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　日本消化器がん検診学会
　　　東海北陸地方会にて発表

編
集
後
記

　

お
忙
し
い
中
、
原
稿
を
お
引
き
受
け

い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

今
ま
で
よ
り
、
あ
ざ
や
か
に
な
る
よ

う
作
成
し
ま
し
た
。

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

皆
様
の
ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
係
ま
で
お
よ
せ
く
だ

さ
い
。                  

（
編
集
委
員
会
）

石
川
県
成
人
病
予
防
セ
ン
タ
ー
理
事

金
沢
大
学
名
誉
教
授

磨　

伊　

正　

義

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

永年勤続表彰

　何度も結び直し
たネクタイ、ぎこ
ちないあいさつ…
　あれから15年
の時が流れ、先日
仙台にて永年勤続

　放射線技師の水
口です。昨年は、
１年間の育休をい
ただきました。同
僚みんなからアド
バイスや応援を受

　センターに勤め
て15年。20代後
半に来た私も、も
う40半ばになり
ました。
　仕事を通して多

表彰をしていただきました。正直この
時を迎えることができたのも諸先輩方
に一から丁寧にご指導していただいた
おかげだと感謝しております。
　私生活においても２児の父となり、
仕事同様に勉強の毎日です。
　初心を忘れず、入社時の体型も忘れ
ず？これからも頑張ります！

け、なんとか合格することができまし
た。素谷理事長に合格の報告にいくと
「ありがとう。そしておめでとう！」
とのありがたいお言葉をいただき、よ
うやくプレッシャーからも解放された
気がしました。これからも、この専門
技師の名に恥じぬよう資格取得に満足
することなく、日々、努力していきた
いと思います。

くの方々と出会い学び、そして結婚・
出産と人並みの経験もさせて頂きまし
た。今は仕事と家庭の両立が私の課題
ですが、周りの方々に支えられて、な
んとか出来ている事に感謝していま
す。もう15年、まだ15年という思い
ですが、これからも頑張っていきたい
と思います。

＜がん検診精検受診率の向上を目指して
　　　　～検診機関の取り組み～＞

堅田　桂子

乳がん検診　啓発活動
石川ミリオンスターズの試合５試合にて
メッセージボードを流し、最終戦では乳がん検診
啓発グッズのサンプリングを行いました。

　

当
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
、
が
ん
撲
滅
活

動
の
発
展
は
先
生
の
誠
意
で
、
情
熱
的
な

中
に
も
人
間
性
豊
か
な
ご
指
導
の
賜
物
。

　

素
晴
ら
し
い
外
科
医
と
出
会
う
こ
と
が

出
来
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ご
冥

福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　胃がん検診専門技師
　認定試験合格


